
２０１５年１１月 

認定ＮＰＯ法人 ふくしま再生の会 
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ふくしま再生の会 活動報告 



村民と協働して目指すもの 
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１．住む場所を安全にする試み 

２．安全な食べ物を作る試み 

３．動植物の状況をつかむ 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 

５．電気や熱を確保する 

６. 健康な生活を支える仕組みを創る 

7. 生活再生の将来像を一緒に考える 

8. 地区の将来像を一緒に実現する 



居宅測定 除染前・除染後の比較 

部屋の中心・窓際・壁際を測定  建屋の周囲、敷地を測定 

測定実績 
 個人宅（希望者） ３０軒 

１．住む場所を安全にする試み 
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空気中に含まれるセシウムの測定 
村民・ボランティア・国立環境研究所の協働プロジェクト。 

１．住む場所を安全にする試み 
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１．住む場所を安全にする試み 
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count/min 

山林の除染（佐須） 
広葉樹林の落ち葉を掃き出す除染実験 

住居の除染（比曽、佐須） 

裏庭の林が住居の線量に影響
を与えていると思われる 

裏庭の林の枝打ち 

 
裏庭の排水路の整備 

μSv/h  

１．住む場所を安全にする試み 



実験小屋から居住モデルハウスへ                               

飯舘村の木材・石材・土を使って実験小屋を建てる 

１．住む場所を安全にする試み 
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農地を取り戻す除染法の実証的開発 

農民自身でできる除染法の開発： 
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農地の除染実験（１） 

 農地に水を引き入れ、表層5cm程度を泥水状にして洗い流す 

 パワーショベルにより表層5cmの土をはがす 

２．安全な食べ物を作る試み 



農民自身でできる除染法の開発： 農地の除染実験(2)   
 村民・ボランティア・東京大学農業生命科学科の協働プロジェクト 

表層5cmの土壌をはぎとり、埋設する。（凍土は簡単にはぎ取れるが期間が限られる）。  
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除染土壌の処理 

洗い流した泥水を溝に蓄積しておき、干上がった後に溝の底と
側面の土壌をサンプリングして深度別に放射能測定した結果。 

セシウムは土の中に浸みこまない 

２．安全な食べ物を作る試み 



飯舘村では米の作付け禁止。実験のための作付けも認められな
かった。つくばの農研機構との研究協定により作付け実験実現 
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２．安全な食べ物を作る試み 



ハウス栽培 
NPO法人 
都市農村交流推進センターと 
協力。（佐須滑） 
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２．安全な食べ物を作る試み 
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２．安全な食べ物を作る試み 



野草と苔のセシウム 
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３．動植物の状況をつかむ 



イノシシ・プロジェクト 

 全村避難で無人となった村ではサル・イノシシが増えて
いる。イノシシは農地を荒らし、農地除染を困難にして
いる。チェルノブイリ後のヨーロッパでもイノシシの汚染は
継続している。 

 イノシシを捕獲、解剖。部位ごとに放射能測定。 
  今後継続して測定していく予定。 
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村民・ボランティア・東京大学農業生命科学科の 
協働プロジェクト 

３．動植物の状況をつかむ 
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木材の利用のために 

３．動植物の状況をつかむ 



放射線量測定 
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放射線モニタの開発 

GPSと線量計を内蔵し、位置と線量を自動的に 
記録できる 放射線量の定点観測 

気象データと線量データを
記録。 
G3回線経由で定期的に
サーバーに送信。太陽光パ
ネルで電力供給 

村民自身が測定し、詳細な線量マップを作
成、汚染の実態を把握する 

村民・ボランティア・ 高エネルギー加速器研究機構.・東京大学の協働プロジェクト 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 

放射線量マップの作成 
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村民による放射線測定専用車 

村内の放射線量測定  
全村の放射線測定 ２０１２年より継続中 
２０１４年より測定専用車を導入 
ボランティアによる独自測定と飯舘村委

託による村民協働測定 

測定専用車と測定員 

車載測定の結果  
- 飯舘村内外の空間線量マップ 

測定専用車と再生の会 測定員 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 
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田圃や山地を歩行して空間線量を測定 

マキバ（小宮）の空間線量マップ 

山地の空間線量測定： 
背中のリュックにALOKA測定器を入れて 
山地の線量を徒歩で測定 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 
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農地の土壌放射能分析 

村内20か所の農地の土壌を、深さ15㎝まで円柱状にサンプリングし、2cmごとに切断し 
放射能を測定  

ライナー(透明の筒）に採取された 

土壌のサンプル 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 



電気や熱を創り出す（佐須） 

20 

  

“再生の灯”小水力発電ピコピカの設置 

エコストーブ 里山の資源を利用した燃料 

５. 電気や熱を確保する 
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健康・医療・ケアの試み 
               ふくしま再生の会・健康医療ケアチーム 

被害村民の医療・看護・ケア活動 
  医師・看護師・ソーシャルワーカー・心理カウンセラー・支援者などが訪問支援 
 

伊達東仮設住宅  足もみ楽々クラブ 

松川第一仮設住宅  医師の相談会、整体・足もみなどを毎月実施 
 

６. 健康な生活を支える仕組みを創る 



小宮地区マキバ 桜の植樹 大久保金一さん宅     
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２０１３～１４年    代掻き除染、試験水稲栽培 
２０１４年          大豆、ソバの栽培実験 
２０１４年４月       桜の植樹２５０本 
                     カタクリ群生地見学 
 
                                  （会員・学生１３０名参加）  

7. 生活再生の将来像を一緒に考える 
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 ＳＧＲＡスタディ・ツアー「飯舘村へ行ってみよう」   第1回2012年10月、第2回 2013年10月 

    韓国、シンガポール、ノルウェイ、台湾、中国、フィリピン、スペイン、ドイツ、ハンガリー、シリア、 

  アメリカ、日本などの人々が訪問 

長泥地区へのバリケードを視察 飯舘村３小学校の仮設校舎訪問 村民の自宅で懇談 

 スウェーデン災害対策調査団 
 
  スウェーデン大使館の依頼により 

  村内の視察をコーディネート 

 菅野宗夫さん宅で懇談 村民宅のイグネで放射線測定 

世界へ伝える 

7. 生活再生の将来像を一緒に考える 



２０１２年６月１０日 
「飯舘村村民とふくしまの再生を語ろう」 
東京・工学院大学で開催。 
Ustreamで中継（延べ6,000人以上が視聴 
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飯舘村の村民と都市住民をつなぐ報告会の開催 

7. 生活再生の将来像を一緒に考える 
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牧野放牧・牛舎 

田圃放牧・牛舎 

野菜・花栽培ハウス 

森林再生事業 

炭焼き小屋 

放牧・牛舎 

野菜・花栽培ハウス 
滑 

実験小屋・情報センター 

8. 地区の将来像を一緒に実現する 
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8. 地区の将来像を一緒に実現する 
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飯舘村○○行政区と認定NPO法人ふくしま再生の会、東京大学福島復興農業工学会議との飯舘村における 
農業復興に向けた連携・協力に関する協定書（案） 
  
飯舘村○○行政区（＊＊＊＊区長）を甲、認定NPO法人ふくしま再生の会（田尾陽一理事長）を乙、東京大学福島復興農業工学会議
（溝口勝教授）を丙として、甲乙丙の当事者は、次のとおり協定を締結する。 
（目的） 
第１条 この協定は、福島県飯舘村○○行政区における地域再生・農業復興に向けて、甲乙丙が相互に連携・協力して取り組むことを目的とす
る。 
（連携・協力事項） 
第２条 前条に基づく連携・協力の内容は、次のとおりとする。 
（１）地域再生計画の総合的な推進・協力 
（２）地域再生・農業復興に係る技術的助言 
（２）地域の社会・産業・文化の発展への寄与 
（３）地域づくりに向けた教育及び人材育成に関する取組みの推進 
（４）相互に必要な情報の収集及び共有 
（５）その他地域再生・農業復興に関し必要な事項 
２ 当事者間で土地・建物・設備等を貸借する場合は、別途契約を締結するものとする。 
３ 第１項に規定する連携・協力の実施に当っては、必要に応じ当事者間で協議するものとする。 
（有効期間） 
第３条 この協定の有効期間は、協定締結の日から平成３０年３月３１日までとする。 
２ 前項の期間満了の日の３か月前までに、甲乙丙いずれからも特段の意思表示がないときは、この協定の存続期間は１年間更新されるものと
し、その後もまた同様とする。 
（その他） 
第４条 この協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、その都度甲乙丙協議して定めるものとする。 
  
この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙丙それぞれ署名のうえ、各自その１通を保有する。 
平成２７年４月 ＊日         甲  福島県相馬郡飯舘村○○行政区区長    ＊＊＊＊ 
                    乙  認定NPO法人ふくしま再生の会 理事長  田尾陽一 
                    丙  東京大学福島復興農業工学会議 教授   溝口勝 
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8. 地区の将来像を一緒に実現する 
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飯舘村村民と「ふくしま再生の会」との出会い 
２０１１年６月、田尾陽一を中心に旧友１６名のグループが訪問。協働を申し出る。 
 
  ～合意したこと～ 
 
福島第一原子力発電所の事故は、明確な人災である 
原子力発電所はそもそも事故を収束させる技術を当然持っているべきである 
村民が帰村して安心して農業を営み生活できる施策を打つべきである 
避難中の留守宅、農地、山林などを使って調査と実験を行っていくことを確認 
福島だけの問題ではなく世界の問題である 
得られたデータを、地域再生のために村民・社会・行政へ提供し提言を行う 
 

菅野宗夫さんや村民に「共感」し「協働」を開始 

「ふくしま再生の会」が生まれるまで 



「ふくしま再生の会」の現状 

目的 
• 福島第１原発事故によって破壊された被害地域の生活と産業の再生。 
 
運営 
• ボランティアによる運営。 
• 資金は、会費と寄付。 
• ２０１２年７月にＮＰＯ法人化。 
• ２０１４年６月に、認定ＮＰＯ法人化。 
• 個人会員２７０名、団体会員８団体（２０１５年６月）。 
• 複数の研究機関、大学、研究室と協力している。 
 

活動指針 
• 「被災現地において」「継続的に」「被災者と協働して」 
 

29 

現地・継続・協働 
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    協力大学・研究機関： 
 東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部 
 東京大学農学部 サークルまでい 

 高エネルギー加速器研究機構（大学共同利用機関法人、つくばＫＥＫ） 

 帯広畜産大学 
 茨城大学・宇都宮大学・東北大学・その他数１０大学研究者 
 国立環境研究所 

    助成団体： 
 三井物産環境基金 
 セコム科学技術振興財団 
 

     協力団体： 
 合同会社 いいたて協働社 
 ＮＰＯ法人 小児慢性疾患療育会（丸山博理事長、霊山トレーニングセンター） 
 

     受託事業： 
 飯舘村 モニタリング事業（２０１２年度以降継続中） 

多彩な協力・協働 



個人会員270名・団体会員8団体  
理事7名・監事2名 
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11% 

10% 

7% 

34% 
4% 

18% 

3% 
9% 4% 

現研究者 

元研究者 

医療健康 
福祉関係者 

会社員・公務員 

教育関係者 

経営者 

ジャーナリスト 

士業・ 
自由業 

農 
業 

自立した個人ボランティア 
多様な層の参加による活力 

ネットワーク 
広い視野 

職業経験／専門知識・技術 
柔軟な対応 

きめ細かいケア 

行政 
（国・県・村） 

 

大学・研究機関 
 

村民 
 

専門知識・技術 

自立再生への力 
経験・知識・技術 
伝統、文化、知恵 

公共サービス 

いいたて協働社 

分断を乗り越える協働が必要 

専門を超えた協働が必要 縦割り・横割りの克服が必要 

認定ＮＰＯ法人 

（２０１５年３月現在） 

会員 
構成 

共感と協働 

地域再生を目標 
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認定NPO法人 ふくしま再生の会 
東京事務所 
 〒166-0001 東京都杉並区阿佐谷北1-3-6-2F1 
  電話  03-6265-5850 
  FAX  03-6265-5859 
  Mail: desk@fukushima-saisei.jp 
  HP:    http://www.fukushima-saisei.jp/ 

霊山センター 
 〒960-0807 福島県伊達市霊山町石田字彦平1-18 

佐須事務所 
 〒960-1815 福島県相馬郡飯舘村佐須字滑87 

福島事務所 
 〒960-8042 福島県福島市新町4-7県庁南再エネビル2階 


